
 

内容

被害木の探査 ・防災ヘリを活用した空中探査及び自動車利用による地上探査を実施

生息モニタリング調査 ・県内のカシノナガキクイムシの生息の有無等を調査

・被害状況に応じて選択的に伐倒くん蒸及び立木くん蒸駆除等を実施

・栃木県ナラ枯れ被害防除対策会議を開催し、県内関係機関（環境省・国有林・市町・
  森林組合・学識経験者等）と情報共有・連携を図る

・HPやSNS等による県民への注意喚起　・防除対策マニュアルによる防除方法の周知

方針

監視の実施

駆除等の実施

情報共有体制

その他

令和４（2022）年度ナラ枯れの被害状況等について 

令和５(2023)年５月 26 日 環境森林部森林整備課  

 

○ 令和４(2022)年度は県内 10 市町において被害木 6,466 本が確認された。 

○ 急激な被害拡大に対応するため、令和４年(2022)12 月に対策基本方針を改正し、引き続き市町等と連携しながら被害状況に応じた

防除対策を実施していく。 

 

 

１ 被害状況      

                                   

 

 

 

 

 

 

２ 今年度における県の取組   

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


